
 

 

 

 

 

令和７年２月発行 

教育目標 

進んで学び 

力を合わせてやりぬく 

元気な子 

 

 

  自信を高める 
                                                                

２月に入り、度重なる寒波の到来でグラウンドの積雪は３ｍ弱となりました。スキーがある水・

金曜日は、悪天候で中止した日もありましたが、子どもたちは元気よく活動していました。今年は

校舎南側の田んぼコースも滑ることができ、急な坂にも果敢に挑戦する頼もしい低学年の姿が見ら

れました。また、町のスキー大会でもアルペンとクロカンの二刀流に挑戦したり、前の選手に追い

つこうと力を出し切ったり、急な坂を滑り抜けたりする子どもたちの素敵な姿が見られました。 

セルフ・エフィカシー（自己効力感）※という言葉があります。これは、ある行動をうまく行う

ことができるという「自信」のことをいいます。人はある行動のセルフ・エフィカシーを強く感じ

ていると、その行動を行う可能性が高くなります。そして、その行動をするための努力を惜しまず、

失敗や困難を伴ってもあきらめにくいと考えられています。 

このセルフ・エフィカシーを高めるポイントとして「成功経験」と「代理経験」が挙げられます。

「成功経験」は実際に行ってみて、うまくできた経験のことです。学校では、その子どもに合った

少し頑張れば達成できそうな目標を立てて取り組んでいます。目標をクリアすると達成感が高ま

り、意欲が増します。一方、「代理経験」とは、自分と似ているモデルとなる人が、ある行動をう

まく行っているのを見たり聞いたりすることで、「自分にもうまくできそうだ」と思うことです。

友達が急坂を滑っているところを見て、「自分もできそう！やってみよう」という気持ちが高まり、

行動に移すことができるのです。発達段階に応じた挑戦できる場があること、そして、モデルとな

る友達や教えてくれる人がいることで、意欲が高まり挑戦することでできるようになる。このよう

にして「できそうだ」という自信が育ちます。 

これは、運動に限らない気がします。６年生が３～５年生に委員会を引継ぐため、委員会活動の

紹介をしていました。「私たちの委員会は集会活動をしています。自分が企画した活動をみんなが

喜んでくれると達成感を感じます。みんなで意見をどんどん出し合って委員会活動を楽しんでくだ

さい」と話していました。６年生の頑張りや楽しんで司会をする姿を間近で見ているからか、後輩

も意欲的で生き生きと活動しています。「代理経験」で得たセルフ・エフィカシーを実際に試す場

があり、「成功経験」を重ねていくのでしょうか。上郷小学校は、少人数のよさを活かした一人一

人が輝く場があります。身近な先輩のよいモデルが、子どもたちの成長を支えているのです。 

 今年度も、あとひと月あまりです。「明日も行きたくなる学校」を合言葉に、みんなでよい学校

を創ることができるよう教育活動を進めていきます。       ※厚生労働省 e-ヘルスネット参照 

 

 

 

 

 

  

 

 

町のスキー大会では、現地練習の補助、ス

キーのワクシング、テント設営、荷物運搬な

ど、保護者、地域の皆様方から、多大なご協

力をいただきました。おかげさまで、子ども

たちはこれまでの練習の成果を十分発揮し

て、全力で大会に参加することができまし

た。ありがとうございました。 

上郷小 HP 

更新中♪ 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

できる喜び（知育） 

「授業が分かる」 児童100％ 

「友達の考えを取り入れた」

 児童100％ 

「家庭学習の目標達成」  

児童 92％、保護者 85％ 

豊かな感性（徳育） 

「周りの人に優しく接した」

児童100％、保護者96％ 

「進んで挨拶」 

  児童100％、保護者85％ 

「丁寧な言葉遣い」児童 97％ 

健康な身体（体育） 

「早寝・早起き・朝ご飯」 

児童92％、保護者77％ 

「進んで体を動かす」   

 児童96％、保護者70％ 

「メディアコントロール」 

 保護者 48％ 
＜今後の取組の方向性＞ 

「話し合い活動」の充実とみん

なが分かる授業づくりを研究

し、対話を通して学びを深める

子どもの育成を目指します。子

どもたちの家庭学習に向かう

意欲を向上させます。 

＜今後の取組の方向性＞ 

「自分の気持ちを伝える力」

の育成と「失敗を乗り越える

たくましさ」を伸ばしていき

ます。子どもが創り出す学校

を引き続き大切にし、充実感

を高めていきます。 

＜今後の取組の方向性＞ 

ICT を活用し、目標を持ち続け

ながら運動に取り組む授業を

工夫します。ご家庭と連携し、

メディアと上手に付き合って

いく自己指導能力を育んでい

きます。 

３日（月）地区わかば会 

６日（木）卒業を祝う会、ＰＴＡ全体会 

     ＰＴＡ専門部会、三役引継ぎ会 

１０日（月）あいさつの日 

２４日（月）後期終業式 

２５日（火）卒業証書授与式 

２６日（水）学年末・始休業（～4/6） 

      離任式 

主な予定 

 
 

 

★新潟県書き初め大会 

硬筆の部 特選  １年 半戸伊織 

   

★第５６回津南町小学校スキー大会 

  アルペン ５年男子   １位 八重沢光    ４年男子  3 位 半戸隼太朗 

  クロカン ６年男子   ２位 田村空     ５年男子  3 位 中島旦暖  

       4 年以下女子 9 位 河田愛璃 

       男子リレー  ２位 上郷小Ａ（太田浩規 中島旦暖 田村空） 

           ※入賞は、４年生以下の部は１０位まで、５，６年生の部は６位まで 

お知らせ 

 

 

 

（株）クリアーウォーター津南様より、

サッカーボールや野球グローブ、バッティ

ングティーなど運動用具を寄贈していただ

きました。教育活動に有効に活用させてい

ただきます。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

学校運営協議会 

情報交換では、雪庇や側溝の危険性が

話題に上がりました。子どもの命を守る

ために、学校・家庭・地域で注意喚起に

努めることを確認しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前期から継続して、高い数値を 

維持しています。 


